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第３１回山形県地方港湾審議会議事録要旨 

 

１ 日  時  令和７年１月 23日（木） 13時 30分～14時 30分 

２ 場  所  あこや会館 １階ホール 

３ 付議事項  第１号議案 酒田港港湾計画の軽易な変更について 

４ 出席委員  菊池輝会長、加藤聡委員、加藤明子委員、本間昭志委員（WEB）、佐藤亨委員、阿

部靖委員（WEB）、大芝龍三委員、皆川治（岸井史樹）委員、矢口明子（本間義

紀）委員、原田健史（芝雅美）委員、大政康史（石田秀夫）委員、西村拓（藤原

弘道）委員、川﨑博（池田真）委員、相川武司委員 

14名 

５ 欠席委員  工藤亜紀子委員、相馬佳苗委員、渡辺伸子委員、岩間奏子委員、平岡清康委員 

                                         ５名 

６ 事務局報告  

   知事あいさつ（小林県土整備部長代読）ののち、事務局から委員を紹介し、山形県地方港湾

審議会条例第６条第３項の規定により、本審議会が開会要件を満たしていることを報告した。 

７ 議 事 

山形県地方港湾審議会条例第６条第２項の規定により、会長が議長になり議事を進行した。 

（１）議事録署名委員の指名 

議長から、加藤明子委員、佐藤亨委員が議事録署名委員に指名された。 

（２）審議 

   〇第１号議案酒田港港湾計画の軽易な変更について、事務局から資料に基づき説明し、適当

と認められた。 

  （委員と事務局の質疑応答） 

・東埠頭新町岸壁の背後の緑地の整備について、現状どのような構想あるいは計画を考えて

いるか。 

→東埠頭新町岸壁の背後に元々現存する緑地の改良計画があり、クルーズ船が寄港するこ

とも検討に含めて、駐車場やイベントスペース、保安フェンスなど、独自の改良を計画

し、整備の設計を定めて、取り組んでいく。 

 

・資料３の１ページに変更理由が書かれているが、その中の(1)のところの１行目のところ、

「クルーズ船等」の「等」は何を想定しているか。 

 →漁船の大型化や多様なクルーズ船、小型の漁船の船だまり計画も含まれているため「等」

とした。 

 

・資料１の 17ページ、本港地区における小型クルーズ船入港の対応について、具体的な条件

と拡幅や防舷材について説明いただきたい。 

 →接岸するのに十分なあらゆる風速と波の向きを想定し、航路の安全性、回頭のエリアは

十分であるか、シミュレーションをした。問題は航路の幅で、最小幅 70m しかなく、最低
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でも 100m必要であり、航路の幅を広げていく必要があるとの意見がある。また防舷材の改

良と係船柱の改良は、接岸するために必要であるという結論となった。 

 

・施設面や航路の幅ということだが、気象面で何か条件は出ているのか。 

 →接岸できる最低の条件というのはそこで設定している。風速が 10ｍ以下で波高が 

1.5ｍとなる。 

 

・小型クルーズ船が入ったときに今は係留している船をどうするのかという問題が出てくる。

岸壁を整備するには防舷材で、係留施設、係船柱を整備するにあたっては、今とは違うもの

を、岸壁を含めて大きく変えることになると思う。その際、変えることにより、現行のタグ

ボートなどの小さな船では着岸できなくなるということも考えられるので、地元、今利用さ

れている方々との意見交換や要望等も、しっかり聞いていただきたい。 

 →クルーズ船が入るときには既存の利用者の船を事前に他のところに移動することも考え

られる。クルーズ船は予約が入った段階で、既存の利用者と利用調整をさせていただきた

い。施設について、今回の計画変更後、設計等していく中で、既存の利用者とも十分調整

させていただきたい。 

 

・小型クルーズ船が入港できるのはいつ頃か、実生橋が拡幅された状態で通れるようになるの

はいつ頃かというのは、わかっているか。 

 →今回計画を変更し、そこから整備がスタートになる。予算がまだ何も決まってない段階で、

いつまでというのは、申し上げにくいが、港湾計画自体は長期的な計画ではないため、計

画の期間内にはできるようにしていきたい。 

 

・今回の整備計画について、具体的な内容が決まりしだい、早い段階で情報提供いただきたい。 

 

・クルーズ船が、駅に近いところに入ってくるとなると、二次交通という点が非常に重要にな

る。酒田市の地域公共交通計画の期限が令和７年度までとなっているので、早めに交通関係

部署と調整をしていただきたい。 

 

  ・クルーズ船の影響により、車両が大量に停泊場所の近くに駐車した結果、臨港道路で工事を

している方々の工事作業にも影響し、地元で問題になった港もあった。 

 

  ・次の酒田市の中長期観光戦略は、外国クルーズ船について、詳細に書く検討をしている。 

二次交通や周遊の問題、観光客の移動の問題も含めて検討するため、早めの情報提供をお願

いしたい。 

 

  ・国際港湾埠頭としての水際対策や、税関側のＣＩＱの手続きを円滑にというところもお願い

したい。 


